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一
、
勤
勉
と
享
楽

「
だ
っ
て
、
じ
っ
さ
い
の
と
こ
ろ
ま
だ
わ
か
っ
て
い
な
い
わ
け
で
し
ょ
う
、
ロ
シ
ア
式
の
は
ち
ゃ
め
ち
ゃ
と
、
勤
勉
な
労
働
に

よ
る
ド
イ
ツ
式
の
蓄
財
法
と
で
は
、
ど
っ
ち
が
醜
悪
か
？
）
1
（

」（
五
五
頁
）

資
本
主
義
の
終
わ
り
が
近
づ
い
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
よ
く
言
わ
れ
る
意
味
で
は
な
い
。

天
然
資
源
の
枯
渇
や
、
搾
取
さ
れ
た
労
働
者
の
蜂
起
に
よ
っ
て
、
資
本
主
義
が
持
続
不
能
に
な
る
事
態
は
、
い
ま
な
お
起
き
そ
う

に
な
い
。
だ
が
資
本
主
義
の
下
で
成
功
す
る
の
は
勤
勉
さ
の
証
で
あ
り
、
価
値
の
あ
る
こ
と
だ
と
す
る
信
仰
が
、
も
は
や
維
持
で
き

な
く
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
確
実
だ
。

そ
う
指
摘
さ
れ
始
め
た
の
は
、
わ
り
に
以
前
か
ら
で
あ
る
。
冷
戦
の
最
末
期
に
は
す
で
に
、
実
体
経
済
か
ら
乖
離
し
金
融
化
し
た

資
本
主
義
は
、
地
球
大
の
巨
大
カ
ジ
ノ
で
賭
け
る
ル
ー
レ
ッ
ト
に
近
づ
い
た
と
言
わ
れ
た
）
2
（

。
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ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
『
賭
博
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』

│
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ま
さ
に
そ
れ
は
、
長
ら
く
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
名
で
語
ら
れ
た
「
勤
勉
な
労
働
に
よ
る
ド
イ
ツ
式
の
蓄
財
法
」
と
し
て
の
、

倫
理
と
実
業
の
一
致
が
あ
り
え
る
と
夢
想
し
え
た
時
代
の
終
わ
り
だ
っ
た
。
い
ま
や
資
本
主
義
の
成
功
者
た
ち
は
、
努
力
家
と
し
て

の
尊
敬
な
ど
集
め
ず
、
カ
ジ
ノ
で
ひ
と
山
当
て
た
ギ
ャ
ン
ブ
ラ
ー
の
よ
う
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。

し
か
し
そ
れ
と
対
に
な
る
も
の
が
、「
ロ
シ
ア
式
の
は
ち
ゃ
め
ち
ゃ
」
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
？

ウ
ェ
ー
バ
ー
の
『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神
』
の
初
出
は
、
一
九
〇
四
〜
五
年
。
日
本
人
に
な
じ
む

表
現
で
言
え
ば
、
日
露
戦
争
の
頃
の
著
作
だ
。

だ
が
先
の
引
用
の
出
典
は
、
そ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
古
い
。

著
者
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
。
代
表
作
で
あ
る
『
罪
と
罰
』
と
『
白
痴
』
に
挟
ま
る
時
期
に
、
中
編
『
賭
博
者
』
が
口
述
筆
記
さ

れ
た
の
は
、
一
八
六
六
年
の
こ
と
。
大
政
奉
還
の
前
年
、
文
字
ど
お
り
近
代
の
夜
明
け
前
と
呼
ぶ
べ
き
時
期
の
作
品
で
あ
る
。

二
、
隷
従
と
反
逆

『
賭
博
者
』
が
描
く
時
代
は
、
期
せ
ず
し
て
二
〇
二
〇
年
代
の
現
在
に
似
て
い
る
。

執
筆
の
三
年
前
に
あ
た
る
一
八
六
三
年
、
す
で
に
分
割
さ
れ
事
実
上
は
滅
亡
し
て
い
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
、
民
族
主
義
者
に
よ
る

「
一
月
蜂
起
」
が
起
き
る
。
一
年
半
の
戦
い
を
経
て
ロ
シ
ア
軍
に
鎮
圧
さ
れ
る
が
、
西
欧
諸
国
は
反
乱
に
同
情
し
、
ロ
シ
ア
を
非
難

し
た
）
3
（

。
二
〇
二
二
年
に
始
ま
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
序
盤
と
似
た
国
際
世
論
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
広
ま
っ
て
い
た
。

『
賭
博
者
』
で
舞
台
と
な
る
の
は
、
ド
イ
ツ
の
架
空
の
カ
ジ
ノ
リ
ゾ
ー
ト
「
ル
ー
レ
ッ
テ
ン
ブ
ル
グ
」
だ
。
フ
ラ
ン
ス
で
金
策
を

果
た
し
て
か
ら
戻
っ
て
き
た
、
ロ
シ
ア
人
の
主
人
公
は
、
雇
い
主
の
前
で
こ
う
ぶ
ち
ま
け
る
。


